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れ
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入
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第
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台
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。
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。
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・楷書で記入し、漢字には全て読みがなを
　ふって投稿してください。 
・電話番号を記載してください。
・毎月5日必着 
   ※遅れて投稿された場合掲載できません
     ので、あらかじめご了承ください。

  〒869-4814 氷川町島地642番地 
　企画財政課 企画係  
  ☎0965-52-5850

投稿について

投稿先

　　　　小型船の安全確保

これから夏季マリンレジャーや台風のシーズンです。
小型船などの船長は以下の点に注意して安全確保対
策をしっかり行いましょう。

• 出港前に機関や燃料などを点検する
• 航行時は常時見張りを徹底する
•トラブルに備え救助支援者を確保する
• 最新の気象情報を入手する

問 八代海上保安署　☎0965-37-1477

　　　　２級河川「氷川」アユ釣り解禁

６月１日より２級河川「氷川」のアユ釣りが解禁されま
す。釣りをするには、事前に遊漁券の購入が必要です。
マナーを守って釣りを楽しみましょう。
◆遊漁券　• 年券：4,000円、日券：1,000円
◆町内の販売店　
　Ｙショップいとう　☎0965-62-2302
　町外の販売店については、お問い合わせください

問　氷川漁業協同組合　☎0965-62-8020
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公園内には新緑の木々が満ち溢れウグイスの鳴き声が聞こえる

立神峡では感染予防対策は万全の態勢で臨む
立神峡だより

立神峡公園管理棟
☎ 0965-62-1543  ＦＡＸ0965-62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日）

【お問い合わせ先】

公園内は、新緑の木々が満ち溢れ、多くの鳥の鳴き声が聞こえ、特に、ウグイスは一日中、さえずり公園を訪れ
た人たちの癒しとなっています。「ウグイスや声はすれども姿は見えず」と言われますが、正にその通り。

いかに環境を守り、育てていくかが問われる今日、それを実践し、育むことや環境美化推進にスタッフ一同邁進
しています。

モミジの幼木もすくすく成長し、日々緑の一翼を担っています。また、その予備軍が待機中で、将来は桜と紅葉
の立神峡としての地位を確立すべく奮闘中です。この時期の立神峡は、コロナ禍を避けた人たちが、新緑の下でウ
グイスの鳴き声を聞きながら心行くまで楽しめるように環境整備に力を入れています。

全国的にコロナ感染が拡大する中、東京・大阪から逐次、地方へと感染の拡大傾向が見られ、宿泊施設・夜の繁
華街などは軒並み閉鎖に追い込まれ、景気回復の影響が危ぶまれています。

ここ、立神峡でも昨年度はコロナの影響を受けて、宿泊客の大幅な減少に繋がり、指定管理者としての正念場を
迎えました。

しかし、今年度は、地方へと観光客の足が向き始め、ようやく回復の兆しが見えています。当公園も、キャンプブ
－ムにより、癒しを求めて予約が増えています。そのために、感染予防対策が急務で、トイレ・洗面所の手洗い設備
の改善・トイレのウオッシュレット化など、きめの細かい工夫をしました。しかし、それでも危機管理の立場から、管
理棟の入り口や室内におけるお客対応など微に入り細にわたり工夫をしています。特に、時間外はオゾンを部屋中
に蔓延させ、隅々に至るまで、浸透・消毒するとともに、オゾン水による消毒やオゾンによる除染・殺菌・消毒を徹
底し、ゴールデンウィークを迎えました。

その結果、多くの観光客が来園したにも関わらず感染の話は聞いておりません。ご参考になれば、幸いです。




